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  平成 29年 12月 14日 

各 位 

会 社 名 アクサスホールディングス株式会社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 久岡 卓司 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード３５３６） 

問合せ先 取締役経営管理部長 新藤 達也 

（TEL．０７８－３３５－８８４４） 

 

子会社における固定資産の取得に関するお知らせ 

 

当社は、当社連結子会社であるアクサス株式会社における固定資産の取得について、平成 29年 12月 14日開

催の取締役会において決議のうえ承認いたしました。これに伴い、同日開催のアクサス株式会社の取締役会に

おいて固定資産の取得が決定されましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．当該子会社の概要 

（１）名 称 アクサス株式会社 

（２）所 在 地 徳島県徳島市山城西四丁目２番地 

（３）代表者の役職氏名 代表取締役社長 久岡 卓司 

（４）事 業 内 容 
化粧品、生活雑貨、スポーツギア、アウトドアギア、酒類等の小売及び酒類、

化粧品等の輸入卸 

（５）資 本 金 90百万円 

 

２．取得資産の内容 

（１）取得資産の概要 

資 産 の 内 容 及 び 所 在 地 取 得 価 額 現   況 

所在地：徳島県徳島市問屋町３番、160番 

土 地：宅地 3,083.00㎡ 

建 物：鉄骨造陸屋根アルミニューム板・鋼板葺 

２階建 店舗 延床面積 1,381.35㎡  

408百万円 
アクサス株式会社 

文具館沖浜店 

（注）１．取得価額は取得に係る概算額を記載しております。 

２．取得価額に関しては、平成 29年 10月 20日に第三者機関より不動産鑑定評価書を受領しており、客

観性ある評価を基に取得価額を決定いたしております。 

 

（２）決済方法 

  取得資金につきましては、自己資金及び金融機関からの借入を予定しております。 

 

３．取得の理由 

当社の連結子会社であるアクサス株式会社は、「文具館沖浜店」の店舗を、当社の関連当事者である本件取引

先より賃借しております。 

当該賃借不動産の取得により、関連当事者との取引を解消し、且つ同店における利益の向上及び長期的なキ

ャッシュ・フローの向上を図ることを目的としております。 
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４．取引先の概要等 

（１）名 称 ノヴィル株式会社 

（２）所 在 地 徳島県徳島市沖浜東三丁目 15番地 

（３）代 表 者 代表取締役社長 久岡 征司 

（４）事 業 内 容 アミューズメント事業 

（５）資 本 金 50百万円 

（６）設 立 年 月 日 昭和 43年５月 11日 

（７）資 本 関 係 該当事項はありません。 

（８）人 的 関 係 該当事項はありません。 

（９）取 引 関 係 
当社の連結子会社であるアクサス株式会社が、本件不動産を取引先より賃借

しております。 

（10）関連当事者への該当状況 
代表取締役社長久岡卓司の近親者が議決権の過半数を所有している会社に

該当いたします。 

 

５．日程 

 （１）取締役会決議日 平成 29年 12月 14日 

（２）契 約 締 結 日 平成 29年 12月 20日（予定） 

（３）物 件 引 渡 日 平成 29年 12月 27日（予定） 

 

６．今後の見通し 

本件による、平成 30年８月期の連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

７．支配株主との取引等に関する事項 

（１）支配株主との取引等の該当性及び少数株主の保護の方策に関する指針への適合状況 

取引先であるノヴィル株式会社は、形式的には「支配株主その他施行規則に定める者」には当たりませ

んが、当社代表取締役社長久岡卓司が議決権のすべてを保有する資産管理会社ＴＫマネジメント株式会社

が支配株主等に該当し、同氏の近親者が議決権の過半数を保有する会社であるため、支配株主との取引等

に準ずるものとして取り扱っております。 

当社が、平成 29 年 11 月 30 日に開示したコーポレート・ガバナンス報告書で示している、「支配株主

との取引等を行う際における少数株主保護の方策に関する指針」は以下のとおりであります。当該固定資

産の取得は、当該指針に基づき、当社及びアクサス株式会社の取締役会によって意思決定されたものであ

ります。 

「当社グループは、支配株主との取引は原則行わない方針でありますが、例外的に実施する場合は、取

引の合理性及び妥当性を取締役会にて審議並びに決議をいたします。当該決議においては、利害関係取締

役を除いて審議及び決議を実施いたします。これらの体制により利益相反取引を防止し、当社及び少数株

主に不利益が生じないよう努めております。」 

 

（２）公平性を担保するための措置及び利益相反を回避するための措置に関する事項 

  取得価額に関しては、平成 29年 10月 20日に第三者機関より不動産鑑定評価書を受領しており、客観性

ある評価を基に取得価額を決定いたしております。また、利益相反の恐れを回避するため、利害関係取締

役は、当社及びアクサス株式会社の取締役会の決議に参加せず、且つ決議に参加した各社取締役全員の承

認を得ております。 

 

（３）当該取引等が少数株主にとって不利益なものではないことに関する、支配株主と利害関係がない者か

ら入手した意見の概要 

平成29年12月14日に、支配株主との間に利害関係を有しない当社の独立役員である社外取締役より、

当該固定資産の取得について、不動産鑑定評価書の結果も踏まえ、独立役員の立場で検討した結果、公正

性が担保されており、少数株主にとって不利益でないと考える旨の意見を得ております。 

 

以 上 


